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ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
発
展
経
緯
と
今
日
的
課
題五

島
敦
子　

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
一
事
例
と
し
て
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
︵
以
降
、

Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
記
載
︶
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
発
展
経
緯
と
今
日
的
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
以
降
、
各
大
学
の
沿
革
史
編
纂
の
過
程
に
お
い
て
、
史

資
料
の
収
集
と
保
存
の
必
要
性
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
で
は
、「
大
学
改
革
論
と
し
て
の
大
学
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
論
」
が
唱
え
ら
れ
、「
新
し
い
役
割
」
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う︶

1
︵

。
す
な
わ
ち
、「
大
学
の
独
自
性
」
や
「
建
学
の
精
神
」
と
い

っ
た
「
大
学
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
今
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
大
学
に
と
っ
て
の
「
永
続

的
、
恒
常
的
な
自
己
点
検
の
場
」
と
し
て
、「
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
」
こ
と
で
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
︵
説
明
責
任
︶
に
応
え
る

と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る︶

2
︵

。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
う
し
た
傾
向
は
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
州
政
府
が
公
的
資
源
の
ア
カ
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ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
州
の
財
政
援
助
に
見
合
っ
た
成
果
を
州
立
大
学
に
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代

に
入
っ
て
か
ら
、
そ
の
傾
向
は
強
ま
り
、
実
績
に
よ
る
資
金
配
分
を
多
く
の
州
政
府
が
導
入
し
た︶

3
︵

。
バ
ー
ケ
ル
に
よ
れ
ば
、
大
学
を
取

り
巻
く
こ
の
よ
う
な
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
今
日
の
大
学
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
は
、
次
の
四
つ
の
「
新
し
い
役
割
と
挑
戦
」
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
は
、︵
ａ
︶
大
学
の
使
命
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
業
務
の
関
係
性
、︵
ｂ
︶
機
関
評
価
に
対
す
る
必
要
性
、

︵
ｃ
︶
デ
ジ
タ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
と
そ
れ
に
関
連
す
る
全
国
的
な
水
準
と
正
規
の
教
育
訓
練
の
登
場
、︵
ｄ
︶
デ
ジ
タ
ル
様
式

の
情
報
に
対
す
る
直
接
的
で
包
括
的
な
ア
ク
セ
ス
を
求
め
る
利
用
者
の
期
待
の
増
加
、と
い
う
四
つ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
︵
ｂ
︶「
評
価
」

の
場
合
、
三
〇
年
前
に
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
提
供
し
て
い
た
資
料
は
、
各
学
期
の
コ
ー
ス
内
容
や
成
績
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
、

「
教
室
で
何
が
教
え
ら
れ
た
か
、
何
を
教
員
が
教
え
た
か
、
学
生
が
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
か
、
ど
の
よ
う
な
記
録
が
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ウ

ト
カ
ム
を
測
定
で
き
る
か
」
を
検
証
す
る
記
録
の
保
存
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
理
事
会
、
納
税
者
、
州
お
よ
び
連
邦
政
府
、
授
業
料

支
払
者
、
地
域
高
等
教
育
基
準
協
会
」
に
対
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
問
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る︶

4
︵

。

こ
の
新
し
い
要
請
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
ど
の
よ
う
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
の
管
理
形
態
や
ス
タ
ッ
フ
の
状
況
は
、
大
学
毎
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
り
、
設
立
時
期
も
多
様
で
あ
る︶

5
︵

。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
も
、
正
規

の
形
態
を
備
え
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
メ
リ
カ
的
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
が
成
立
し
た
の
は
第
二
次
大
戦
後
と
さ
れ
る
が
、
個
々
の
設
立

経
緯
や
活
動
内
容
は
多
様
で
あ
り
、
詳
細
は
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い︶

6
︵

。
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
し
て
も
同
様
で
、
二
〇
〇
九
年
と

二
〇
一
〇
年
の
現
地
調
査
に
よ
っ
て︶

7
︵

、
発
展
経
緯
や
活
動
概
要
を
ま
と
め
た
論
稿
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
発
展
過
程
を
た
ど
り
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
た
経
緯
を
明
ら

か
に
す
る
。
次
に
、
現
在
の
活
動
と
組
織
の
概
要
を
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
ど
の
よ
う
に
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
果
た
そ
う
と
し

て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
。
そ
の
さ
い
、
と
く
に
記
録
管
理
と
情
報
公
開
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大



31

ウィスコンシン大学アーカイブズの発展経緯と今日的課題

学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
活
動
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や
展
示
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
、
筆
者
の
力
量
の
限
界
か
ら
、
利
用
者
の
立

場︶
8
︵

に
よ
る
事
例
紹
介
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
焦
点
を
絞
っ
て
上
記
の
課
題
を
探
求
し
て
い
き
た
い
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
分
析
を
ま
と

め
た
う
え
で
、
今
日
の
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
提
示
す
る
。
検
討
に
あ
た
り
、
二
〇
〇
九
年
と
二
〇
一
〇
年
の

調
査︶

9
︵

、
お
よ
び
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
お
よ
び
関
連
組
織
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
以
降
、
Ｈ
Ｐ
︶
掲
載
事
項
を
活
用
す
る
。

一　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
設
立
と
展
開

︵
一
︶
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
設
立

Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
設
立
は
一
九
五
一
年
に
遡
る
。
そ
の
契
機
は
、
一
九
四
六
年
に
フ
レ
ッ
ド
学
長
が
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学

創
立
百
周
年
を
記
念
す
る
大
学
史
を
刊
行
す
る
た
め
に
、
史
資
料
を
永
久
的
に
保
管
す
る
施
設
を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
最
初
の
Ｕ
Ｗ
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
、一
九
三
七
年
か
ら
Ｕ
Ｗ
図
書
館
に
勤
務
し
、当
時
は
Ｕ
Ｗ
図
書
館
長
だ
っ
た
ド
ア
ン
︵G

ilbert 

D
oane

︶
で
あ
っ
た︶

10
︵

。

ア
メ
リ
カ
最
大
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
団
体
は
、
一
九
三
六
年
に
設
立
さ
れ
た
全
米
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
︵Society of A

rchivists 

A
ssociation: SA

A

︶
で
、大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
委
員
会
が
そ
の
一
部
門
と
し
て
置
か
れ
た
の
は
一
九
四
九
年
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

一
九
世
紀
後
半
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
異
な
る
「
ア
メ
リ
カ
的
」
な
大
学
が
創
立
さ
れ
た
が
、
当
時
、
多
く
の
大
学
が
創
立
百
周
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
記
念
史
編
纂
の
機
運
が
高
ま
り
、
記
録
の
収
集
と
保
存
の
た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
必
要
と
な
っ

た︶
11
︵

。
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
設
置
は
、
そ
う
し
た
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
草
創
期
の
一
事
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
充
実
は
、
同
大
学
歴
史
学
教
授
で
あ
っ
た
カ
―
テ
ィ
︵M

erle C
urti

︶
と
カ
ー
ス
テ
ン
セ
ン
︵Vernon 
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C
arstensen

︶
の
貢
献
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
彼
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
通
史
︵
一
九
四
九
年
︶
は
、「
そ

の
後
の
個
別
大
学
史
編
纂
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
る
」
優
れ
た
大
学
史
研
究
と
さ
れ
る︶

12
︵

。
彼
ら
は
、
ド
ア
ン
や
、
州
歴
史
協
会
の
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
︵
以
降
、
州
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
記
載
︶
で
あ
っ
た
ボ
エ
ル
︵Josse E. B

oell

︶、
お
よ
び
、
大
学
院
生
ら
と
協
力
し
て
、
大
学

史
編
纂
の
た
め
の
史
資
料
を
大
学
創
立
期
に
ま
で
遡
っ
て
精
力
的
に
収
集
し
た︶

13
︵

。
そ
の
様
子
は
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
際
に
は
じ
ま
っ

た
の
は
、
カ
―
テ
ィ
教
授
と
カ
ー
ス
テ
ン
セ
ン
教
授
が
二
巻
の
大
学
史
を
書
い
て
き
た
と
き
だ
っ
た
。
彼
ら
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
形
相

で
記
録
を
発
見
し
た
」
と
回
顧
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る︶

14
︵

。
そ
の
頃
、
公
文
書
保
管
に
関
す
る
州
法
︵
一
九
四
七
年
︶
を
受
け
、
大
学
で
も
、

非
現
用
文
書
の
分
類
を
決
定
す
る
権
限
を
も
つ
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
同
委
員
会
に
は
、
理
事
会
事
務
官
の
ホ

ワ
イ
ト
、
大
学
事
務
官
の
ス
ミ
ス
、
大
学
図
書
館
長
の
カ
ル
パ
ン
、
州
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
ボ
エ
ル
に
加
え
て
、
カ
―
テ
ィ
と
カ
ー
ス
テ

ン
セ
ン
が
参
与
し
て
い
た
よ
う
に
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
任
務
を
定
め
る
上
で
も
二
人
は
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た︶

15
︵

。

一
九
五
八
年
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
委
員
会
の
構
成
員
や
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
雇
用
に
関
し
て
は
、
直
接
、
学
長
か

ら
任
命
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
頃
に
は
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
大
学
図
書
館
と
別
の
組
織
と
な
っ
て
い
た︶

16
︵

。
そ
の
資
料
に
は
、

フ
レ
ッ
ド
学
長
か
ら
各
部
局
代
表
に
宛
て
て
非
現
用
文
書
の
遺
棄
を
禁
止
す
る
通
達
が
出
さ
れ
、
カ
ー
ス
テ
ン
セ
ン
教
授
が
委
員
長
を

務
め
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
委
員
会
が
史
料
保
存
に
関
す
る
規
約
を
定
め
た
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る︶

17
︵

。
そ
の
さ
い
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
の
保
管
対
象
は
、
大
き
く
二
つ
と
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
紀
要
、
回
覧
、
研
究
文
献
、
調
査
研
究
、
連
絡
、
カ
タ
ロ
グ
と
い
っ
た

あ
ら
ゆ
る
公
的
文
書
で
あ
る
。
大
学
あ
る
い
は
学
部
・
学
科
に
よ
っ
て
作
成
・
受
理
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
公
的
文
書
は
、
州
公
文
書
保
存

委
員
会
の
許
可
の
な
い
限
り
、
破
棄
が
禁
じ
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
固
有
の
史
資
料
で
、
そ
の
分
類
番
号
に

ち
な
ん
で
Ｉ
Ｗ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
大
学
の
成
長
や
発
展
、
あ
る
い
は
、
学
生
お
よ
び
大
学
人
に
つ
い
て
、
彼

ら
の
国
内
外
で
の
活
動
を
示
す
よ
う
な
、
記
事
、
遺
品
、
写
真
、
図
画
と
い
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
た
。
非
公
式
の
刊
行
物
や
学
生
ク
ラ
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ブ
の
記
録
な
ど
、
個
人
か
ら
提
供
さ
れ
る
も
の
も
含
め
て
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
に
関
わ
る
も
の
す
べ
て
が
対
象
で
あ
っ
た︶

18
︵

。

ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、「
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
「
収
集
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
役
割
が
あ
る
と
さ
れ
る
が︶

19
︵

、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
は
、
当
初
よ
り
、
こ
の
二
つ
の
役
割
を
区
別
し
つ
つ
、
両
者
に
属
す
る
資
料
を
保
管
し
た
こ
と
に
な
る
。

︵
二
︶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
充
実

一
九
五
九
年
に
、
ド
ア
ン
の
後
を
継
い
で
、
ボ
エ
ル
が
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
し
た
。
彼
は
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ

大
学
で
歴
史
学
修
士
を
取
得
し
、
一
九
四
七
年
か
ら
州
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
も
と
で
、
一
九
五
九
年
か

ら
一
九
六
一
年
に
は
著
名
な
教
授
の
肉
声
を
録
音
す
る
な
ど
の
新
し
い
試
み
に
も
挑
戦
し
た
。
こ
の
頃
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
主

要
図
書
館
で
あ
る
メ
モ
リ
ア
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
四
階
に
は
、
五
〇
〇
〇
立
方
フ
ィ
ー
ト
、
す
な
わ
ち
約
一
〇
〇
〇
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に

相
当
す
る
所
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
た︶

20
︵

。
一
九
六
六
年
の
Ｓ
Ａ
Ａ
に
よ
る
調
査
︵
一
一
五
六
校
対
象
︶
に
よ
れ
ば
、
専
任
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
を
お
く
機
関
は
九
％
で
あ
り
、
一
〇
〇
〇
立
法
フ
ィ
ー
ト
以
上
の
所
蔵
ス
ペ
ー
ス
を
も
つ
機
関
は
五
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と︶

21
︵

、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
充
実
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

一
九
七
一
年
に
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
と
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
立
大
学
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
、
新
た

に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
シ
ス
テ
ム
︵
Ｕ
Ｗ
シ
ス
テ
ム
︶
が
誕
生
し
た
。
Ｕ
Ｗ
シ
ス
テ
ム
は
、
当
初
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
と
複
数
の

州
立
大
学
を
合
併
し
て
誕
生
し
た
が
、
現
在
で
は
、
一
三
校
の
総
合
大
学
と
一
三
校
の
二
年
制
カ
レ
ッ
ジ
お
よ
び
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

を
統
合
す
る
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
統
合
に
伴
い
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
ク
ー
ル
、
州
保
健
衛
生
試
験
場
、
農

科
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
、
そ
れ
ま
で
別
組
織
で
あ
っ
た
部
局
の
記
録
が
統
合
さ
れ
、
大
学
の
ウ
ェ
ス
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
ス
テ
ィ
ー

ン
ボ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
六
〇
〇
〇
立
法
フ
ィ
ー
ト
も
の
資
料
が
移
管
さ
れ
た︶

22
︵

。
そ
の
後
は
、
メ
モ
リ
ア
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
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に
は
、
文
理
学
部
と
大
学
管
理
運
営
に
関
す
る
記
録
が
所
蔵
さ
れ
、
ス
テ
ィ
ー
ン
ボ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
、
農
学
部
、
工
学

部
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
学
部
、
お
よ
び
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
や
Ｕ
Ｗ
カ
レ
ッ
ジ
の
記
録
が
所
蔵
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、

二
〇
〇
七
年
ま
で
、
二
つ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
よ
っ
て
記
録
が
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
七
一
年
に
は
、
ボ
エ
ル
の
後
を
継
い
で
、
ク
ッ
ク
︵J. Frank C

ook

︶
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
し
た
。
彼
は
、
一
九
六
一
年

か
ら
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
大
学
院
生
と
し
て
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
業
務
に
従
事
し
て
き
た
人
物
で
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
在
職
し
た︶

23
︵

。
彼
は
、
一
九
八
二
年
度
の
全
米
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
会
長
を
務
め
、
他
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
調
査

に
も
携
わ
っ
た
大
学
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
で
あ
る
。
彼
の
ほ
か
に
も
、
一
九
七
〇
年
代
は
、
記
録
管
理
を
専
門
と
す
る
ク
ン
デ
︵N

ancy 

K
unde

︶、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
情
報
管
理
を
専
門
と
す
る
マ
サ
ー
︵Steve M

asar

︶、
写
真
管
理
を
専
門
と
す
る
シ
ュ
メ
ル
ツ
ア
ー

︵B
ernard Scherm

etzler

︶
な
ど
、
そ
の
後
の
三
〇
余
年
に
わ
た
り
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
勤
務
し
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
雇
用
さ
れ
た

時
代
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
専
門
職
と
し
て
の
大
学
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
職
が
確
立
さ
れ
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
と
さ
れ
る
が︶

24
︵

、
彼
ら
は

ま
さ
に
そ
う
し
た
専
門
職
た
ち
で
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
た
ち
は
、
同
窓
生
に
資
料
提
供
を
呼
び
か
け
、
公
的
な
記
録
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が
収
集
さ
れ
た
。
ア
メ
リ

カ
の
高
等
教
育
が
拡
大
し
た
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
関
心
は
、「
ア
ク
セ
ス
よ
り
も
獲
得

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
」
と
さ
れ
る︶

25
︵

。
散
逸
し
破
壊
さ
れ
る
前
に
い
か
に
過
去
に
遡
っ
て
史
資
料
を
確
保
す
る
か
が
主
た
る
課
題
で

あ
り
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
も
そ
う
し
た
要
請
の
な
か
で
、
収
集
に
尽
力
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
七
一
年
に
は
、
名
誉
教
授
ら
を
対
象
に
し
た
オ
ー
ラ
ル
・
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
―
︶
が
開
始

さ
れ
た
。
ま
た
、
当
時
は
大
学
博
物
館
が
な
か
っ
た
た
め
、
ス
テ
ィ
ー
ン
ボ
ッ
ク
教
授
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
実
験
に
用
い
ら
れ
た
犬
の
は
く

製
や
、
バ
ス
カ
ム
学
長
の
杖
と
い
っ
た
も
の
も
保
管
さ
れ
て
い
た
。
多
様
な
史
資
料
が
集
積
さ
れ
て
い
た
当
時
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
状
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況
は
、
以
下
の
同
窓
会
誌
の
記
事
か
ら
想
像
で
き
る
。

「
入
っ
て
み
る
と
、
す
ぐ
右
側
に
、
学
生
か
ら
ジ
ョ
ン
・
バ
ス
カ
ム
学
長
に
捧
げ
ら
れ
た
一
八
八
七
年
の
ブ
ロ
ン
ズ
・
カ
ッ
プ
が
あ
る
。

カ
ッ
プ
の
次
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
は
、
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
で
で
き
た
小
槌
と
台
座
が
あ
る
。
も
う
少
し
い
く
と
、
左
手
に
一
八
八
五
年
に

遡
る
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
︵B

adger yearbooks

︶
と
一
八
九
二
年
か
ら
の
大
学
新
聞
︵C

ardinals

︶
が
あ
る
。︵
中
略
︶
も
っ
と
奥
に

い
く
と
、
一
九
〇
〇
年
代
に
人
気
が
あ
っ
た
学
生
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の
束
が
あ
る
。
切
り
抜
き
や
入
場
券
、
写
真
と
い
っ
た
も
の

が
含
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
学
生
生
活
を
よ
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
も
っ
と
い
い
の
は
、
一
八
〇
〇
年
代
後
半
に
遡
る
「
ク
ラ
ス
・
ブ

ッ
ク
」
を
み
る
こ
と
で
あ
る
。
学
生
は
、
自
分
の
写
真
の
隣
に
自
分
自
身
の
こ
と
や
学
生
生
活
に
つ
い
て
書
き
と
め
て
い
る︶

26
︵

。」

こ
の
よ
う
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
拡
大
す
る
一
方
、
こ
の
記
事
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
嘆
き
も
記
さ
れ
て
い
る
。

「
史
資
料
収
集
の
問
題
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
多
く
の
オ
フ
ィ
ス
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
古
い
フ
ァ
イ
ル
の
保
管
場
所
と
い
う
よ
り

も
、
墓
地
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
自
分
た
ち
が
受
け
取
る
も
の
が
、
歴
史
的
な
史
資
料
と
い
う
よ
り
、
そ
の
時

代
の
残
骸
や
残
り
物
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
嘆
い
て
い
る︶

27
︵

。」

す
な
わ
ち
、
史
資
料
は
蓄
積
さ
れ
て
い
く
も
の
の
、
そ
の
価
値
が
十
分
に
認
め
ら
れ
ず
、
活
用
方
法
が
十
分
に
開
発
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
史
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
と
保
護
を
す
す
め
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
研
究
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

に
重
点
を
置
く
必
要
が
あ
る︶

28
︵

」
と
し
て
、
ア
ク
セ
ス
の
開
発
が
訴
え
ら
れ
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
は
、州
歴
史
協
会
と
の
協
力
で
、多
く
の
大
学
人
の
個
人
文
書
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、「
ウ

ィ
ス
コ
ン
シ
ン
革
新
主
義
者
︵W

isconsin Progressives

︶」
と
題
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
革
新
主
義
改
革
の
ブ

レ
イ
ン
と
し
て
活
躍
し
た
大
学
人
た
ち
の
文
書
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
、
各
文
書
の
索
引
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
刊
行

さ
れ
た︶

29
︵

。
当
時
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
後
退
を
受
け
て
高
等
教
育
予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
た
め
、
学
内
各
部
局
に
対
し
て
、
予
算
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に
見
合
っ
た
成
果
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
史
料
公
開
の
努
力
は
、
そ
う
し
た
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ

ィ
の
潮
流
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

︵
三
︶
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
将
来
構
想

一
九
九
二
年
に
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
記
録
管
理
の
効
率
化
の
た
め
に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
総
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム

︵G
eneral Library System

︶
に
統
合
さ
れ
た
。
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
末
に
大
学
図
書
館
と
は

別
組
織
と
な
っ
た
が
、
こ
の
と
き
の
再
統
合
に
よ
っ
て
、
大
学
の
記
録
管
理
機
能
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
能
が
直
結
す
る
組
織
「
大
学
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
と
記
録
管
理
︵The U

niversity A
rchives and R

ecords M
anagem

ent Services

︶」
と
し
て
、
総
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
一

部
に
組
み
込
ま
れ
た
。

一
九
九
五
年
に
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、﹃
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
マ
ジ
ソ
ン
校
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
将
来
に
関
す
る
報
告
書︶

30
︵

﹄︵
以

下
、
将
来
構
想
報
告
書
と
記
載
︶
を
ま
と
め
た
。
そ
こ
に
は
、
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
指
針
と
し
て
「
大
学

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
将
来
構
想
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
書
は
、
そ
の
後
も
繰
り
返
し
参
照
さ
れ
て
き
た
重
要
な
文
書
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
の
大
学
図
書
館
は
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
要
求
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
情
報
技
術
の
絶
え
間
な
い
革
新
に
挑
戦
す

る
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い
た︶

31
︵

。
Ｕ
Ｗ
マ
ジ
ソ
ン
校
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
で
あ
るM

adcat

の
構
築
が
す
す
む
と
と
も
に
、

一
九
九
三
年
に
学
生
に
メ
ー
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
を
割
り
当
て
る
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
が
到
来
し
て
い
た
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
見

直
し
は
、
こ
の
よ
う
な
大
学
図
書
館
全
体
の
改
革
の
中
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

将
来
構
想
報
告
書
︵
一
九
九
五
年
︶
の
作
成
に
い
た
っ
た
直
接
的
な
契
機
は
、
一
九
九
三
年
に
、
農
学
部
の
映
画
作
成
者
の
ア
ル
バ

ー
ト
か
ら
フ
ィ
ル
ム
類
の
寄
贈
を
申
し
込
ま
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
映
画
、
ビ
デ
オ
、
音
声
テ
ー
プ
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
や
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さ
ま
ざ
ま
な
電
子
媒
体
に
対
し
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
今
後
ど
の
よ
う
な
指
針
を
も
つ
べ
き
か
が
問
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
九
三
年

一
二
月
二
一
日
に
副
学
長
の
任
命
に
よ
っ
て
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
将
来
構
想
委
員
会
︵C

om
m

ittee on the Future of A
rchives

︶」
が
設
置

さ
れ
、
現
状
や
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
委
員
会
が
託
さ
れ
た
課
題
は
、
①
保
管
、
分
類
、
お
よ
び
、

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
維
持
し
て
い
る
現
在
の
方
法
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
②
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
期
待
さ
れ
る
成
長
と
は
何

か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
記
録
が
大
学
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
べ
き
か
を
ど
の
よ
う
に
決
定
す
べ
き
か
、
③
伝
統
的
お
よ
び
新
し
い
史

資
料
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
保
管
す
る
た
め
に
予
想
さ
れ
る
費
用
と
問
題
と
は
何
か
、
④
特
定
し
議
論
さ
れ
る
べ
き
問
題
の
他

の
側
面
は
な
い
か
、
と
い
う
四
つ
の
問
い
に
応
え
る
こ
と
で
あ
っ
た︶

32
︵

。

調
査
を
す
す
め
る
う
ち
に
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
現
状
の
ま
ま
で
は
、
一
九
九
八
年
ま
で
に
所
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
満
杯
に
な
り
、
新

た
な
史
資
料
を
保
管
で
き
な
い
と
い
う
物
理
的
限
界
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
何
を
ど
う
保
存
・
提
供
す
べ
き
か

を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
、「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
原
則
︵Principles of the A

rchives

︶」
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
要
約
す

る
と
次
の
五
つ
と
な
る︶

33
︵

。

①　
　
　

基
本
的
義
務
：
研
究
デ
ー
タ
を
含
む
永
久
的
価
値
の
あ
る
デ
ー
タ
を
維
持
・
保
存
す
る
こ
と
、
第
一
次
史
料
を
保
存
す
る

こ
と
。

②　
　
　

重
要
な
情
報
：
情
報
は
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
重
要
な
資
源
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
総
合
的
な
事
業
経
営
体
の
「
知

的
資
本
」
で
あ
り
、
財
政
的
、
法
律
的
、
実
際
的
、
文
化
的
、
歴
史
的
な
価
値
を
持
つ
。

③　
　
　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
影
響
と
電
子
記
録
の
管
理
：
現
存
す
る
大
学
の
記
録
を
電
子
書
式
で
保
管
し
、
ア
ク
セ
ス
で
き
、
検
索

で
き
、
利
用
可
能 

に
す
る
こ
と
。
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④　
　
　

公
文
書
と
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
文
書
の
保
管
：
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
歴
史
的
に
公
文
書
保
存
に
力
点
が
置
か
れ
て
き
た
が
、
大
学

の
発
展
、
す
な
わ
ち
大
学
の
意
思
決
定
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
か
を
理
解
で
き
る
史
資
料
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
の
文
書
︵
と
く
に
、
大
学
の
活
動
や
方
針
、
専
門
領
域
の
成
果
を
示
す
も
の
︶、
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
写
真
、
作
品
、
遺
品
な
ど
を
個
人
的
な
資
源
も
含
め
て
収
集
す
る
こ
と
。

⑤　
　
　

記
録
管
理
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
：
公
的
な
記
録
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
る
州
立
機
関
と
し
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
効
率
的
か

つ
経
済
的
に
運
営
さ
れ
、
記
録
管
理
業
務
と
統
合
さ
れ
る
こ
と
。

以
上
か
ら
、二
十
一
世
紀
の
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、第
一
次
史
料
の
保
存
と
い
う
基
本
的
な
義
務
に
加
え
て
、情
報
を
大
学
の
「
知

的
資
本
」
と
と
ら
え
、
大
学
が
何
を
ど
の
よ
う
に
生
み
出
し
て
き
た
か
を
他
者
に
説
明
で
き
る
史
資
料
を
広
く
収
集
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
社
会
に
公
開
で
き
る
よ
う
電
子
記
録
化
を
す
す
め
、
記
録
管
理
の
統
合
を
効
率
化
し
て
い

く
こ
と
、
と
い
っ
た
原
則
が
確
認
さ
れ
た
。
換
言
す
る
と
、
州
立
大
学
が
も
つ
公
的
資
源
の
価
値
と
効
用
を
証
明
す
る
と
い
う
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
使
命
が
再
確
認
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

将
来
構
想
報
告
書
︵
一
九
九
五
年
︶
の
最
後
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
、「
知
の
保
存
と
伝
達
」
と
い
う
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
使
命
を
全

う
す
る
た
め
に
、
上
記
の
原
則
が
遵
守
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

「
二
十
一
世
紀
の
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
今
日
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
は
全
く
異
な
る
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
フ
リ
ッ
ツ
・
ア
ル

バ
ー
ト
の
映
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
起
こ
っ
た
こ
と
に
匹
敵
す
る
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
も
し
ば
し
ば
お
こ
る
で
あ
ろ
う
し
、
思
慮
深
く
創

造
的
な
答
え
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
将
来
の
挑
戦
に
応
え
る
た
め
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
第
一
の
使
命
、
す
な
わ
ち
、
知
の
保
存

と
伝
達
と
い
う
使
命
を
実
現
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
原
則
に
よ
っ
て
、
こ
の
使
命
が
確
実
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
が
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忠
実
に
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

二　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
組
織
と
活
動

︵
一
︶
組
織
と
ス
タ
ッ
フ

Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
記
録
管
理
︵R

ecord M
anagem

ent

︶
と
対
を
な
し
て
「
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
記
録

管
理
」︵
以
下
、Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
／A

rchives and R
ecord M

anagem
ent Service

と
い
う
俗
称
で
表
記
す
る︶

34
︵

︶
と
い
う
組
織
を
構
成
し
て
い
る
。

Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
法
に
も
と
づ
い
て
州
の
公
的
記
録
を
保
管
し
、
教
職
員
法
と
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
委
員
会
で
決
定

さ
れ
る
方
針
に
も
と
づ
い
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
Ｕ
Ｗ
マ
ジ
ソ
ン
校
だ
け
で
な
く
、
Ｕ
Ｗ
シ
ス
テ
ム
の
管
理
運
営
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
、
Ｕ
Ｗ
カ
レ
ッ
ジ
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
公
的
な
記
録
管
理
を
担
っ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
一
月
現
在
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
オ
フ
ィ
ス
は
、
ス
テ
ィ
ー
ン
ボ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
四
階
に
置
か
れ
て
い
る
。

将
来
構
想
報
告
書
︵
一
九
九
五
年
︶
が
契
機
と
な
り
、
所
蔵
ス
ペ
ー
ス
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
ス
テ
ィ
ー
ン
ボ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
地
下
室
が
改
修
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
メ
モ
リ
ア
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
史
資
料
が
移
転
さ
れ
た
。
移
転
さ
れ
た
史
資
料

は
、
一
二
〇
〇
〇
立
法
フ
ィ
ー
ト
、
約
一
六
〇
〇
〇
箱
に
も
及
ん
だ︶

35
︵

。
こ
の
移
転
に
よ
り
、
一
九
七
〇
年
代
以
来
、
ス
テ
ィ
ー
ン
ボ

ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
メ
モ
リ
ア
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
あ
っ
た
二
つ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、

二
六
〇
〇
〇
立
法
フ
ィ
ー
ト
の
紙
媒
体
の
資
料
、
二
五
〇
〇
〇
点
以
上
の
写
真
、
一
〇
〇
〇
件
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
フ
ィ
ル

ム
、
ビ
デ
オ
、
覚
書
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う︶

36
︵

。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
全
体
で
七
人
で
、そ
の
う
ち
五
人
が
専
任
職
で
あ
る
。
ク
ッ
ク
が
退
職
し
た
の
ち
、ナ
ル︵D

avid N
ull

︶が
、
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二
〇
〇
二
年
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
代
行
と
な
り
、
二
〇
〇
五
年
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
正
式
に
就
任
し
た
。
彼
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ド
・

メ
ア
リ
ー
大
学
で
歴
史
学
修
士
号
を
取
り
、
シ
カ
ゴ
大
学
大
学
院
図
書
館
学
研
究
科
で
修
士
号
を
取
っ
た
人
物
で
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

大
学
で
は
一
九
九
四
年
か
ら
メ
モ
リ
ア
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。
彼
の
ほ
か

の
専
任
職
は
、
記
録
管
理
官
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
主
任
、
写
真
・
メ
デ
ィ
ア
専
門
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
助
手
の
四
人
で
、
残
り
の
二
人
は
、
記
録
管
理
と
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
補
助
す
る
非
常
勤
職

で
あ
る
。
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
方
針
や
規
定
に
つ
い
て
は
、
副
学
長
、
大
学
教
授
、
総
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
代
表
、
大
学
図
書
館
委

員
会
代
表
、
州
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
大
学
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
そ
の
他
で
構
成
さ
れ
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
委
員
会
で
決
定
さ
れ
る
。

︵
二
︶
活
動
の
概
要

Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
使
命
は
、
Ｈ
Ｐ
で
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
Ｕ
Ｗ
マ
ジ
ソ
ン
校
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
永
久
的
に
歴
史
的
価
値
の
あ
る
大
学
の
記
録
と
情
報
を
保
存
す
る
こ
と
、
記
録
管
理
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
、
収
集
物
に
お
け
る
行
政
お
よ
び
学
問
研
究
を
奨
励
す
る
教
育
的
資
源
と
し
て
役
立
つ
こ
と︶

37
︵

」

こ
こ
に
は
、
①
保
存
、
②
記
録
管
理
、
③
資
源
の
活
用
と
い
う
三
つ
の
使
命
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら

入
手
し
た
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
ま
で
の
年
次
報
告
書
を
も
と
に
、
上
記
の
三
つ
の
使
命
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
が

行
な
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
で
概
要
を
紹
介
す
る
。
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①　

保
存
―
情
報
の
管
理

Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
る
か
ら
、
理
事
会
議
事
録
、
教
授
会
議
事
録
、
コ
ー
ス
・
カ
タ
ロ
グ
、
学
生
の
成
績

と
い
っ
た
行
政
文
書
や
公
的
記
録
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
学
新
聞
、
学
生
新
聞
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
、
学
生
団
体
の
記
録
、
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
の
個
人
文
書
、
学
長
と
学
部
長
や
学
科
長
と
の
通
信
文
書
と
い
っ
た
も
の
も
保
存
し
て
い
る
。
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
更
新
を
含

む
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
管
理
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
助
手
の
ジ
ェ
イ
コ
ブ
︵C

athy Jacob

︶
が
担
当
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
改
修
さ
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ン
ボ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
地
下
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
︵
写
真
１
＆
２
参
照
︶。

地
下
室
に
は
、
個
人
情
報
に
関
わ
る
文
書
を
収
納
す
る
鍵
付
き
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
文
書
と
は
区
別
さ
れ
て
保
管
さ
れ
て
い

写真１

写真２
写真１＆２　スティーンボック・ライブラリ
ー地下室（ＵＷアーカイブズのディレクター
のナル氏とともに）
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る
。
こ
れ
ら
の
史
資
料
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
一
つ
の
目
録
に
請
求
番
号
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
記
録
が
紛
失
す
る
こ
と
は
な
く
、
資
料
請
求
に

も
即
座
に
応
え
ら
れ
る
と
い
う
︵
写
真
３
︶。
情
報
の
厳
格
な
管
理
と
ア
ク

セ
ス
の
確
保
は
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
果
た
す
た
め
の
重
要
な
要
件
だ

か
ら
で
あ
る
。

②　

記
録
管
理
―
現
用
文
書
か
ら
管
理
す
べ
き
記
録
へ

Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
保
存
す
べ
き
対
象
を
明
示
し
、
公
的
記
録
と
し

て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
移
管
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
細
か
く
定
め
て
い
る
。
記

録
管
理
と
は
、「
記
録
の
創
造
・
受
理
・
維
持
・
活
用
・
処
理
に
関
し
て
、

効
率
的
で
組
織
的
な
統
制
を
行
な
う
こ
と
に
責
任
を
有
す
る
管
理
の
領
域
」

で
あ
り
、「
記
録
の
様
式
に
関
し
て
の
業
務
や
処
理
に
つ
い
て
の
証
拠
や
情
報
を
取
り
込
み
、
維
持
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
も
含
ま
れ

る
︶
38
︵

」。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
一
年
に
制
定
さ
れ
た
記
録
管
理
の
国
際
基
準
︵ISO

15489

︶
に
も
と
づ
く
規
定
で
、
記
録
管
理
の
必
要
性
は
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
法
と
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
理
事
会
規
約
で
も
概
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
業
務
に
は
、
専
任
職
一
人
と
非
常
勤
職

一
人
が
あ
た
っ
て
い
る
。

保
存
す
べ
き
対
象
は
、「
ど
う
い
う
物
理
的
形
状
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ず
、
学
科
や
大
学
事
務
局
、
あ
る
い
は
、
大
学
人
や
事
務
ス

タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
、
大
学
業
務
の
処
理
に
関
わ
っ
て
作
成
さ
れ
、
生
産
さ
れ
、
実
行
さ
れ
、
受
理
さ
れ
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報

ゆ
え
に
当
該
機
関
や
そ
の
継
承
者
に
よ
っ
て
活
動
や
機
能
の
証
拠
と
し
て
保
持
さ
れ
て
い
る
、
あ
ら
ゆ
る
文
書
、
書
籍
、
写
真
、
テ
ー

写真３

ＵＷアーカイブズ所蔵資料の請求番号を記載
した目録
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プ
、
フ
ィ
ル
ム
、
録
画
・
録
音
、
あ
る
い
は
他
の
情
報
管
理
さ
れ
た
収
集
さ
れ
た
資
料︶

39
︵

」
と
さ
れ

る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
を
介
し
た
電
子
媒
体
に
よ
る
通
信
記
録
や
デ
ー
タ
も
保
存

対
象
と
な
っ
て
い
る︶

40
︵

。
そ
れ
ゆ
え
、
大
学
の
被
雇
用
者
と
し
て
作
成
し
た
文
書
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
て
も
、
個
人
で
は
な
く
大
学
に
帰
属
す
る
と
考
え
、
保
存
の
責
任
を
有
す
る︶

41
︵

。

現
用
文
書
は
、
図
１
の
よ
う
に
、
項
目
毎
に
保
持
す
る
期
限
や
処
理
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
発
生
か
ら
廃
棄
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
視
野
に
い
れ
た
う
え
で
、
管
理
す
べ
き

記
録
と
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
移
管
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
用
文
書
の
段
階
か
ら
、
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
へ
の
移
管
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、ISO

15489

は
、
官
民
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
組
織
の
記
録
管
理
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
が
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
基
調
と
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
そ
れ
ま
で
の
記
録
管
理
が
、
内
部
組
織
の
業
務
効
率
化
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
た
の
に

対
し
、ISO

15489
に
も
と
づ
く
記
録
管
理
は
、
外
部
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
す
も
の
と
な
っ
た︶

43
︵

。
た
と
え
ば
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
理
事
会
は
、
議
事
録
、
ア
ジ
ェ
ン

ダ
、
報
告
書
と
い
っ
た
記
録
を
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
社
会
に
対
す
る
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
証
左
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
記
録
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
思
決
定
の

プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に
し
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
組
織
の
透
明
性
を
高
め
る
か
ら

で
あ
る
。

一
九
七
三
年
以
来
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
記
録
管
理
官
を
務
め
た
ク
ン
デ
に
よ
れ
ば
、
記
録
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RECORDS SERIES TITLE RETENTION DISPOSITION RDA
Department Meeting Minutes

Department Executive Meeting Minutes

Department Chair Correspondence

Ballots-Executive Committee Actions
              NOTE:Votes must be recorded

Department Budget Files

Department Subject Files

Course Handouts

Course Syllabi

5 years

5 years

5 years

When votes are recorded

2 biennium’s

5 years

Transfer to University Archives

Transfer to University Archives

Transfer to University Archives

Destroy Confidentially

Destroy

Transfer to University Archives

Transfer one set to University Archives

Transfer one set to University Archives

A285-00649

A285-00650

A285-00652

A285-00665

A285-00655

A285-00662

A285-00657

A285-00658

図１　学科運営に関する情報の移管ルール
（42）
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管
理
は
大
学
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う︶

44
︵

。
な
ぜ
な
ら
、
大
学
に
は
、
学
生
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
法
律
や

医
療
保
険
の
相
互
運
用
性
と
説
明
責
任
に
関
す
る
法
律
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
の
脅
威
に
対
抗
し
た
り
、
訴

訟
や
法
的
問
題
に
備
え
た
り
す
る
た
め
に
、
正
確
か
つ
安
全
な
記
録
管
理
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
女
は
、
在
籍
率
な
ど

の
大
学
運
営
に
活
用
で
き
る
情
報
を
大
学
の
最
高
情
報
責
任
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、「
記
録
管
理
者
が
、
政
策
展
開
に
携
わ
り
、
戦

略
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
」
と
も
述
べ
て
い
る︶

45
︵

。
記
録
管
理
は
、「
大
学
の
活
動
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
詳
細
な
説
明
を
受
け

た
上
で
の
決
断
に
不
可
欠
で
あ
り
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
維
持
し
、
総
合
的
に
社
会
に
対
す
る
大
学
の
使
命
を
果
た
す︶

46
︵

」
と
い
う

考
え
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
記
録
管
理
を
担
う
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
大
学
に
と
っ
て
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
果
た
す
た
め
の

不
可
欠
な
組
織
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

③　

資
源
の
活
用
―
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
促
進

将
来
構
想
報
告
書
︵
一
九
九
五
年
︶
に
お
け
る
最
大
の
課
題
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
い
か
に
対
応

す
べ
き
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
目
標
と
さ
れ
た
の
は
、
第
一
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
情
報
技
術
の
革
新
に
対
応
で
き
る

人
材
の
育
成
で
あ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
教
育
訓
練
に
よ
る
継
続
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
レ

ベ
ル
で
は
、
学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
局
、
た
と
え
ば
、
情
報
技
術
局
、
総
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
、
技
術
支
援
部
、
州
歴
史
協
会
な
ど

と
連
携
し
て
、
効
率
よ
く
的
確
に
情
報
を
活
用
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
す
る
こ
と
で
あ
っ
た︶

47
︵

。

一
九
九
五
年
以
降
、
上
記
の
報
告
書
の
指
針
に
従
っ
て
、
情
報
技
術
へ
の
対
応
が
す
す
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
同
年
に
、
Ａ
Ｒ
Ｍ

Ｓ
の
Ｈ
Ｐ
が
作
成
・
公
開
さ
れ
、
史
料
紹
介
や
利
用
方
法
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
所
蔵
史
資
料
の
情
報
が
、
順

次
、
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
︵M

adcat

︶
に
掲
載
さ
れ
て
検
索
可
能
と
な
っ
た
。
と
く
に
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
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し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
機
能
が
充
実
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
史
研
究
は
各
段
に
効
率
化
し
た
。

Ｕ
Ｗ
シ
ス
テ
ム
で
は
、
二
〇
〇
一
年
に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
デ
ジ
タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
︵U

niversity of 

W
isconsin D

igital  C
ollection　

C
enter: U

W
D

C
C

︶
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｕ
Ｗ
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
州
内
の
歴
史
的
遺
産

を
保
有
す
る
機
関
や
図
書
館
と
協
力
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
収
集
と
提
供
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
本
、
雑
誌
、
マ
ニ
ュ
ス
ク

リ
プ
ト
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
の
資
料
に
加
え
て
、
写
真
、
ス
ラ
イ
ド
、
地
図
、
印
刷
物
、
ポ
ス
タ
ー
、
音
声
資
料
、
ビ
デ
オ
な

ど
、
多
様
な
も
の
が
含
ま
れ
る
。
Ｕ
Ｗ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
が
提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
う
ち
、
Ｕ
Ｗ
マ
ジ
ソ
ン
校
に
関
わ
る
情
報
提
供
を
支
え

て
い
る
の
が
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
、
と
く
に
写
真
・
メ
デ
ィ
ア
専
門
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
協
力
が
大
き
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
ま
で
は

次
に
示
す
よ
う
な
同
窓
会
雑
誌
、
大
学
新
聞
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
、
学
内
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
な
ど
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
独
自
の
資
料

を
現
物
の
ま
ま
閲
覧
で
き
、
写
真
や
映
像
を
ふ
ん
だ
ん
に
入
手
で
き
る
。

• 

The B
adger Yearbook, 1885  and 1888 -2009  

• 

The U
niversity of W

isconsin: A
 H

istory
︵4  volum

es

︶

• 

W
isconsin A

lum
ni M

agazine, 11899

―1990

• 

U
niversity of W

isconsin A
lum

ni D
irectory, 1849 -1919

• 

W
isconsin Engineer, 1896 -2004

• 

U
niversity of W

isconsin A
rchive Im

ages

• 

W
illiam

 J. M
euer Photoart album

さ
ま
ざ
ま
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
す
す
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
著
名
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る
ア
ル
ド
・
レ
オ
ポ
ル
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
二
〇
〇
六
年
に
ア
ル
ド
・
レ
オ
ポ
ル
ド
財
団
がN

ational H
istorical 
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Publications and R
ecord C

om
m

issio

︶
48
︵n

か
ら
得
た
基
金
を
も
と
に
、デ
ジ
タ
ル
化
が
す
す
め
ら
れ
た
。
ア
ル
ド
・
レ
オ
ポ
ル
ド︵
一
八
八
七

―
一
九
四
八
︶
は
、
生
態
学
者
で
環
境
保
全
活
動
家
で
あ
っ
た
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
教
授
で
、
手
紙
、
写
真
、
著
作
、
草
稿
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
検
索
可
能
に
な
っ
て
い
る
。　
　

Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
保
存
・
公
開
す
る
史
資
料
は
、
大
学
の
み
な
ら
ず
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
・
文
化

的
遺
産
を
含
む
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
任
と
な
っ
た
リ
ー
ブ
ズ
︵Troy 

R
eeves

︶
は
、
林
産
実
験
所
か
ら
二
〇
〇
〇
〇
ド
ル
の
寄
付
を
受
け
て
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
た
り
、

地
域
の
多
様
な
グ
ル
ー
プ
と
交
流
し
て
住
民
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
記
録
す
る
と
い
っ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

る︶
49
︵

。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
順
次
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
進
展
の
お
か
げ
で
、
世
界
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
史
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
将
来
構
想
委
員
会
報
告
書
︵
一
九
九
五
年
︶
で
示
さ
れ
た
「
マ
ジ
ソ
ン
の
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
提
供
さ
れ
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
を
世
界
中
の
ユ
ー
ザ
ー
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
提
供
す
る
」
こ
と
に
よ
り
、「
こ
の
機
関
︵
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
︶

を
世
界
の
卓
越
し
た
研
究
大
学
の
一
つ
と
し
て
維
持
す
る
」
と
い
う
ね
ら
い
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、

大
学
の
卓
越
性
を
世
界
中
に
認
知
さ
せ
る
働
き
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
発
展
経
緯
と
今
日
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
ま
ず
、
発
展
経
緯
を
ま
と
め
る
と
、
以
下

の
よ
う
に
な
る
。
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
一
九
五
一
年
に
百
年
史
編
纂
の
要
請
を
受
け
て
設
立
さ
れ
、
歴
史
学
教
授
ら
の
貢
献
に
よ
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っ
て
発
展
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
複
数
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
専
門
職
が
雇
用
さ
れ
、
広
大
な
所
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
充
実
し
て
い
っ
た
。
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
要
請
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
で
、
ア
ク
セ
ス
確
保
の
手
段

と
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
が
す
す
ん
だ
。
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
さ
ら
な
る
効
率
化
と
情
報
技
術
革
新
へ
の
対
応
が
迫
ら

れ
、
大
学
図
書
館
シ
ス
テ
ム
全
体
の
改
革
の
中
で
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
見
直
し
が
行
な
わ
れ
た
。
所
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
枯
渇
と
い
う
物
理
的

限
界
を
前
に
し
て
、
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
将
来
構
想
を
議
論
す
る
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
将
来
構
想
報
告
書

︵
一
九
九
五
年
︶
が
練
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
さ
い
示
さ
れ
た
の
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
情
報
を
大
学
の
「
知
的
資
本
」
と
と
ら
え
、

大
学
の
存
在
意
義
を
広
く
社
会
に
説
明
す
る
た
め
に
、
史
資
料
を
収
集
・
公
開
で
き
る
よ
う
記
録
管
理
の
統
合
を
す
す
め
、
電
子
記
録

化
す
る
と
い
う
原
則
で
あ
っ
た
。

次
に
、
上
記
の
原
則
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
今
日
の
活
動
と
し
て
、
以
下
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
保
護
し
つ
つ
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
よ
う
、
情
報
を
厳
格
に
管
理
し
て
保
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
そ
の
た
め
に
も
、
現

用
文
書
か
ら
管
理
す
べ
き
記
録
へ
と
移
管
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
徹
底
し
た
記
録
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
国
際
基
準

に
則
る
記
録
管
理
は
、
組
織
の
透
明
性
を
高
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
社
会
に
対
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

を
果
た
す
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
第
三
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
ア
ク
セ
ス
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
大
学
の
資
源
の
活
用
を
推
進
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
卓
越
性
を
世
界
に
認
知
さ
せ
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
。

以
上
か
ら
、
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
、
国
際
基
準
に
則
し
た
記
録
管
理
の
徹
底
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
革
新
に
よ
る
情
報
公
開
の
促
進

に
よ
っ
て
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
優
れ
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
専
門
職

に
よ
っ
て
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
厳
し
い
財
政
削
減
に
よ
っ
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
た
知
識
と
経
験

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
八
年
の
金
融
危
機
後
、
三
〇
余
年
に
わ
た
っ
て
Ｕ
Ｗ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
支
え
て
き
た
三
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人
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
年
金
削
減
の
懸
念
か
ら
相
次
い
で
退
職
し
た
。
そ
の
さ
い
、
退
職
者
の
う
ち
の
一
人
の
後
任
は
採
用
さ
れ
ず
、

定
員
が
実
質
的
に
削
減
さ
れ
た
。
な
か
に
は
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
職
員
も
い
る
。
こ
う
し
た
予
算
削
減
の

な
か
で
、
補
助
的
な
業
務
の
費
用
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ー
ス
の
基
金
に
依
存
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
外
部
資
金
の
獲
得
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
要
請
は
ま
す
ま
す
強
ま
る
傾
向
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

註

︵
1
︶　

寺
崎
昌
男
﹃
大
学
は
歴
史
の
思
想
で
変
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る
―
Ｆ
Ｄ
・
評
価
・
私
学
﹄

東
信
堂
、
二
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六
年
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二
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︱
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頁
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学
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Ｆ
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﹄
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︵
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︵
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ic A
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niversity 
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Archives provide a better understanding of the development of the University. They 

also reflect the key issues of the day and give insights into how and why decisions 

were made. The Archives provides mission-critical services because the University 

is expected to be compliant and accountable to external agencies and bodies, and to 

the public community it serves. 

　UW Archives is now suffering from severe state budget cuts because of the 2008 

financial crisis. They are losing experienced archivists and relying on external funds. 

The demand of accountability will be much more increased.
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Historical Development and Current Challenges of 
the University of Wisconsin Archives

GOSHIMA Atsuko

Abstract

　The purpose of this paper is to describe the historical development and current 

challenges of the University of Wisconsin Archives (UW Archives).

　UW Archives was founded in 1951. Many of its historical materials were gathered 

by professors Curti and Carstensen to write the history of UW. UW Archives became 

enlarged after 1971, when UW system was created. The amount of records was 

expanded and several professional archivists were hired. In 1980s, the demand for 

accountability in higher education required performance-based budgets, so many 

records were microfilmed to conduct more effective and efficient research. 

　Early in 1990s, the Archives was integrated into General Library System. In 

1995, “A Report on the Future of the University of Wisconsin-Madison Archives” 

was published for its strategic planning in the 21th century. The Report indicates 

that the information is the “intellectual capital,” the vital resource to the University 

community. Therefore it is necessary to secure more space and more efficient 

management of records through electronic information systems. 

　The Websites and Digital projects have highly been developed in 2000s. The 

purposes of the UW-Madison Archives are to (1) preserve University records 

and information of permanent historical value,(2) provide records management 

services,(3)serve as an educational resource encouraging administrative and 

scholarly research in its collections. All University records are retained and sent 

to the Archives under the Records Disposition Authorization. The records in the 




